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(8/ア ・大村競艇場〉

「少年少女コ、ムボート大会J ガ8月フ日、大村

競艇場で開かれましだ。

モーターボート競走会および競艇事業部ガ¥子

供だちに海洋スポーツを楽しんでもらおうと¥自

年¥ヨット¥力ヌ ¥エンジン{寸ゴムボートの試

乗会を開催しているもので¥いずれも¥子供だち

の人気を集めています。

この日のゴムボート大会には、 一般参加者をは

じめ子供会、福祉施設の子供だちなど約300人
ガ参加、ハンドルさばきも巧みに¥海の上を楽し

そうに走っていましだ。

・おおむら夏越まつり……………一.2'"'"'3ページ
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まつりに.20万人=おおむら夏越=第14固

市
民
総
参
加
の
ま
つ
り
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
を
み

せ
て
き
た
「
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
」
。
第
日
包
を
迎

え
た
今
回
は
、
悪
天
候
の
た
め
1
日
ず
れ
込
み
8
月
2

B
か
ら
4
Bま
で
開
催
、
太
鼓
や
鐘
、
踊
り
な
ど
大
村

の
夜
は
祭
一
色
、

3
日
間
、
約
加
万
人
の
人
出
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

2
日
・

3
日
の
両
日
は
、
市
道
大
村
駅
前
線
を
メ
イ

ン
会
場
に
、
市
民
の
無
病
患
災
を
祈
る
市
内
神
社
合
同

の
夏
越
大
祭
を
は
じ
め
、
チ
ビ
ッ
コ
相
撲
大
会
、
太
鼓

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ゆ
か
た
納
涼
コ
ン
テ
ス
ト
、
つ
な

引
き
大
会
、
お
お
む
ら
音
頭
コ
ン
テ
ス
ト
、
奉
納
演
芸

と
し
て
大
村
議
踊
、
中
岳
浮
立
も
出
演
す
る
な
ど
、
多

彩
な
催
し
に
、
祭
会
場
は
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま

し
た
。4

日
に
行
わ
れ
た
の
は
、
初
日
延
期
に
な
っ
て
い
た

花
火
大
会
。
臼
島
の
半
周
を
取
り
巻
く
約
8
5
0
m
の

海
上
大
ナ
イ
ア
ガ
ラ
、
超
大
連
発
な
ど
5
0
0
0
発
の

音
と
光
の
競
演
に
大
歓
声
、
ガ
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

企 24チーム総勢800人が参加した「おおむら音頭コ

ンテストJ

企チビッ子も大ハッスル 1

4
力
く
ら
べ
に
盛
り
上
が
っ
た

「
ち
び
っ
こ
・
レ
デ
ィ
ー
ス

つ
な
引
き
大
会
」

c 

4
優
雅
な
舞
を
披
露
し
た

「
中
岳
浮
立
」

企市内の神社合同で行われた

夏越大祭

4
今
年
も
友
情
出
演
、

湯
布
院
源
流
太
鼓

.おおむら太鼓連やホーク太鼓などが出演

した「太鼓フェスティバルJo ドーンと

胸を打つ太鼓は、祭りに欠かせません。

企大村・諌早の20チームが参加、
力の入った取り組みが繰り広げ、

られた「ちひ。っこ相撲大会j

(実天宮相撲場)

も
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T1189個の「ちょうちん
大やぐらj

‘
チ
ビ
ッ
子
に
大
人
気

「
た
の
し
か
広
場
」

hv
一
手
一
手
に
集
中
f
「
囲
碁

将
棋
大
会
」

企お父さんと一緒でいいね

‘v外
冨
の
女
性
も
参
加
し
た
「
ゆ
か
た

納
涼
コ
ン
テ
ス
ト
」
。
ゆ
か
た
姿
が

と
っ
て
も
お
似
合
い
で
す
。
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ホ
タ
ル
が
住
め
る

環
境
づ
〈
り
を

地
域
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
親
し

く
接
し
、
「
明
る
く
住
み
よ
い
夢

と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推

進
す
る
た
め
に
、

6
月

n
日
か
ら

7
月
お
日
ま
で
、
市
内
8
地
区
で

「
市
政
懇
談
会
」
が
聞
か
れ
ま
し

た
。各

地
区
と
も
、
夏
空
が
は
っ
き

り
し
な
い
あ
い
に
く
の
天
気
に
も

か
か
わ
ら
ず
多
数
参
加
さ
れ
、
地

元
の
人
の
熱
意
・
関
心
の
高
さ
を

う
か
が
わ
せ
ま
し
た
。

8地区で
市政懇談会が

行われました

各地区から活発な意見・要望が出された市政懇談会

(6/22・松原住民センター)

懇
談
会
で
は
、
市
長
が
市
政
の

現
況
な
ど
を
説
明
し
た
後
、
そ
れ

ぞ
れ
市
に
対
し
要
望
、
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
道
路
・
側

溝
の
整
備
が
一
番
多
く
出
さ
れ
た

ほ
か
、
県
立
野
岳
公
園
駐
車
場
に
、

公
園
に
ふ
さ
わ
し
い
パ
ス
待
合
所

を
建
設
し
て
ほ
し
い
と
か
、
廃
品

回
収
と
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
新
設
、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
建
設
、
富

の
原
海
岸
公
園
の
建
設
な
ど
に
つ

い
て
の
意
見
・
要
望
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。

ま
た
、
今
回
は
特
に
「
蛍
の
里

作
り
」
関
連
が
3
地
区
か
ら
も
出

さ
れ
、
夕
方
の
水
辺
を
舞
う
ホ
タ

ヨ
越
ま
9
3
7
0
tバ
日

現時aへ
-tii~息~

j
み
ん
な
の
汗
と
力
の
結
品

i

市
民
の
真
夏
の
夜
の
歓
喜
を
誘

う
「
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
」
は
、

今
年
も
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
、

3
日
間
で
約
加
万
人
の
人
出
が
あ
っ

た
。8

月
1
日
、
宵
ま
つ
り
の
花
火

大
会
は
雨
天
の
た
め
延
期
と
な
り

出
鼻
を
く
じ
か
れ
た
感
さ
え
あ
っ

た
。
本
ま
つ
り
の
2
日
も
、
暗
雲

た
れ
こ
め
小
雨
降
る
な
か
、
予
報

を
頼
り
に
正
午
、
開
催
を
決
断
し

た
も
の
の
、
午
後
か
ら
の
雨
あ
し

は

一
段
と
は
げ
し
く
な
り
、
夜
の

催
し
が
心
配
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
お
旅
所
ま
つ
り
が

始
ま
ろ
う
と
す
る
午
後
6
時
に
は

ぴ
た
り
と
雨
が
あ
が
り
、
快
適
な

" 

大
村
市
長

松

本

崖，
フ:f'

タ
ベ
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

正
に
、
私
た
ち
の
願
い
と
祈
り
が

天
に
と
ど
い
た
の
で
あ
る
。

感
謝
の
気
持
が
こ
み
あ
げ
る
な

か
奉
納
演
芸
が
始
ま
っ
た
。
親
か

ら
子
へ
の
触
れ
合
い
に
支
え
ら
れ

て
き
た
伝
統
の
大
村
龍
踊
と
中
岳

浮
立
が
披
露
さ
れ
る
と
、
大
通
り

に
群
れ
を
な
す
市
民
か
ら
大
き
な

拍
手
が
起

っ
た
。
続
い
て
、
九
州

各
県
か
ら
の
太
鼓
の
競
演
、
綱
引

き
大
会
、
ゆ
か
た
納
涼
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
活
気
あ
ふ
れ
る
も
の
が
あ
っ

た
。
ま
た
、

「ち
び
っ
子
相
撲
大

会
」
も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

そ
し
て
何
と
い
っ
て
も
、
夏
越

ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、

3
日

ル
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
環
境

作
り
へ
の
要
望
、
地
区
の
皆
さ
ん

の
強
い
意
志
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
活
発
な
意
見
交
換

に
よ
り
、
懇
談
会
は
有
意
義
の
う

ち
に
終
了
。
市
と
し
て
は
、
今
回

出
さ
れ
た
要
望
等
に
つ
い
て
真
剣

に
取
り
組
み
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

応
え
る
べ
く
さ
ら
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
口

に
行
わ
れ
た
大
村
音
頭
の
コ
ン
テ

ス
ト
で
あ
る
。
駅
前
大
通
り
は
職

場
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
面
々
が
個

性
ゆ
た
か
な
衣
装
と
ふ
り
つ
け
で
、

一
時
間
半
に
亘
り
楽
し
く
踊
り
ま

く
り
、
書
の
大
群
衆
と
と
も
に

興
奮
の
柑
塙
と
化
し
た
。
市
民
の

心
を
一
つ
に
結
ぶ
す
ば
ら
し
い
祭

典
で
あ
っ
た
。

こ
の
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
は
、

日
年
ほ
ど
前
に
大
村
青
年
会
議
所

が
「
み
ん
な
で
創
り
、
み
ん
な
で

楽
し
む
市
民
総
参
加
の
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
」
を
提
唱
し
、
商
工
青
年

部
、
農
協
青
年
部
、
青
年
団
を
加

え
青
年
4
団
体
を
核
と
し
て
、
町

内
会
を
は
じ
め
市
内
約
1
5
0
団

体
の
ご
支
援
の
も
と
に
、
民
間
主

導
の
手
守
つ
く
り
の
祭
り
と
し
て
続

け
ら
れ
て
き
た
。

と
く
に
、
市
内
の
お
神
社
合
同

の
夏
越
大
祭
や
お
旅
所
へ
の
み
こ

し
お
下
り
は
、
全
国
的
に
も
珍
ら

車守!

- 4 -

し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

旧
大
村
藩
日
か
町
を
巻
き
こ
ん
で

の
参
加
も
あ
り
、
さ
ら
に
、
一
千

個
を
超
え
る
提
灯
の
大
や
ぐ
ら
は
、

天
に
そ
び
え
る
光
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

の
観
を
呈
し
、
夏
越
ま
つ
り
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
は
、

美

し
い
自
然
と
先
人
た
ち
が
営
々
と

築
い
て
き
た
ふ
る
さ
と
大
村
の
、

活
気
に
満
ち
た
新
し
い
歴
史
を
創

る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
幻
世
紀

へ
の
夢
が
ふ
く
ら
む
。

ι 
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て3
-電圧100V(家庭のコンセントで使

用できます)

・一括投入方式(一度に約30個)・1時間に約3，000個
・投入缶……135me--500meのアルミ・

スチール飲料缶

貸し出しを希望される団体は、清

掃課へ予約してください O 貸出期間

は 2~3 日とさせていただきます。

なお、重量が140kgありますので、

軽トラックにておいでください。

問い合わせ 清掃課(森園町宮⑬ 3

1 0 0 ) 

ー
空
き
缶
圧
縮
機
を
貸
し
出
し
ま
す

l

ア
ル
ミ
缶
の

子
供
会
な
ど
の
資
源
口
収
物
と
し
て
集
め
ら
れ
た

と
い
う
要
望
に

「
置
き
場
に
困
る
」

応
え
る
た
め
、
電
動
式
の

「
空
き
缶
圧
縮
機
(
く

|くうかん鳥の概要|

う
か
ん
鳥
)
」
を
2
台
購
入
し
ま
し
た
。

だ
さ
い
。

団
体
へ
の
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

「
く
う
か
ん
鳥
」

は
電
動
式
で
、

ア
ル
ミ
缶

ス
チ
ー
ル
缶
を
圧
縮
し
な
が
ら
自
動
選
別
を
し
ま
す
。

バ丈言、¥)サイ1))にソマ J ク
¥、』竺ー竺_...L キヤノ

嶋一、ζ三三三7A}レ

平の Jご~ 1)サイ'

アルミ缶・スチール缶を圧縮しながら
自動選別する電動式空き缶圧縮機

l缶の消費量-可圃・・-

U人当たり年間~本、

時
ミ
義
建
設
総

ぬ碕吋
…羽…

…
百

w
…

…@… 
…旬…

…ぬ
3

…

関
件
同

11、

関

ドれれ、、

あき缶はスチ ル缶と戸ルミ缶の2種類ガ

あり¥どちらも何回でも繰り返しリサイフル

(再利用〉できます。

アルミ缶

ジュースやビールな

どの缶飲料や缶詰の消

費は大変な勢いで増え

続けており、平成 2年

に飲まれたり、食べら

れたりした数は、なんと

323億缶。重量で約130
万トンにもなり、国民

1人当たり 1年間に270
本も消費している計算

になります。

=再生に必要なエネルギーはわずか 3%=

=資源化率は44.8%=

生産量に対し¥資源化率は44.8%。

再生に必要なエネルギーは¥鉄鉱石から新たに

鉄をつくる場合の35%で済みます。
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(8/5・中央小学枝〉

「市内小学生水泳大会」ガ8月5日¥中央

小学校で開かれ¥応援にかけつけたあ田さん

たちの声援の中¥終日にぎわっていました。

大会には\市内の小学生 (5~6年男女〉

延べ1，250人ガ参加¥25・50・100mの自由形¥

平潔ぎ¥それぞれのタイムに挑戦¥新記録も

出るなと、力涼ぶりを発揮しました。

また¥各学枝対抗メドレーリレ なども行

われ¥ 層盛り上ガりを見せていました。

号

酪 ..J..'oI，曲主;謝 t
-:k..-!-<tiii らぷ 'dS，.... _ ~"てや て"ζ2裕史

..力泳ぶりを発揮

/ 
¥ 

企

仮

装

コ

ン

テ

ス

ト

な

ど

で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た(ア

/
伺

・
竹
松
駅
前
通
り
)

地
域
活
性
化
を
目
指
す

寸
竹
松
ゆ
か
だ
ま
つ
り
L

ガ
ア
月
出
巴

・
白
日
¥
竹
松
駅
前
通
り
を
会
場
に
行

わ
れ
¥
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
だ
。

昭
和
U
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
ま
つ
り
も
¥
昨
年
ガ

ら
旭
区
の
伝
統
芸
能
の
復
活
事
業
と
し
て
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

会
場
で
は
¥
民
踊
協
会
や
同
愛
好
会
に
よ
る
民
踊

道
行
や
¥
伝
統
芸
能
で
あ
る

つ
黒
丸
踊
L

¥

チ
ビ
ツ

子
オ
リ
工
ン
テ
|
リ
ン
グ
¥
職
場
や
家
族
で
戸
イ
テ

戸
を
競
う
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
¥
盛
り
、
だ
に
さ
ん

の
催
し
、
ガ
行
わ
れ
ま
し
た
。

干の
i
しぱ

o

ふ

h

-

つ

だ

j

d

ケ
h
・
'
昆

い

し

す

ザ
邑
・

nuz
気

ま

ま

主
量
司

a.，

元

れ

い

の

う

て

ち

送

し

こ

ポ

年

¥

の

ど

o

生

だ

ガ

載

イ

ス

少

ガ

で

な

芝

山[子

児

援

掲

(

¥

「

」
ま

場

し

中

球

声

に

し

勝

成

疋

会

白

球

ま

・

¥

な

一ン

プ

求

育

つ

大

9
野

れ

小

加

ん

一

ル

引

〈

王

圏

ん

ら

営

わ

¥

参

盛

ペ

ス

援

盟

建

を

一
か

市

行

は

が

¥

叩

ユ

ヂ

市

制

撒

同

市

思

駅

虻

中

f
開

U
J
4
p
ρ

少

ツ

フ

月

巳

会

大

チ

レ

成

惨

作

一
ソ
8

3

を

M
M

ブ

I( 

-

(
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企
ス
ツ
キ
リ
し
て
気
持
ち
ガ
い
い
で
す
ね

(
8
/
8
・
大
上
戸
川
ほ
か
市
内
一
円
)

私
た
ち
の
美
し
い
郷
土
か
ら
、
な
り
ま
し
た。

ご
み
や
空
き
缶
¥
雑
草
を
な
く
そ
こ
こ
大
上
戸
川
で
も
隣
接
す
る

う
と
8
月
8
日
¥
市
内

一
斉

に

行

住

民
の
皆
さ
ん
ガ
参
加
¥
中
に
は

わ
れ
た
「
市
民
大
清
掃
し
。
各
家
背
丈
ほ
ど
も
あ
る
雑
草
も
あ
り
¥

庭
の
周
辺
¥
道
昭
¥
公
園
¥
河
川
刈
り
取
り
作
業
も
大
変
、
汗
ビ
ツ

な
ど
に
敵
乱
し
て
い
だ
ご
み
や
空

シ
ヨ
リ
で
す
。

き
缶
ガ
集
め
ら
れ
¥
ま
だ
¥
生
い
参
加
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
¥

茂
っ
て
い
だ
雑
草
も
¥
皆
さ
ん
の
早
朝
ガ
ら
不
当
に
ご
苦
労
様
で
し

協
力
で
み
る
み
る
う
ち
に
刈
り
取
だ
。

ら
れ
て
、
ス
川
ノ
キ
リ

・
き
れ
い
に
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Vお母さんといっしょに

(7/22・市コミセン〉

焼きもの作りをとおして親子のふれあいを深め

ようと¥7月21己から8月竹白までの3日間J親

子陶芸教室」ガ市コミセンで開かれまし疋。

陶芸教室には親子20組54人ガ参加¥子供たちは、

お田さんと一緒に¥花びんや田など¥思い思いの

焼きものに挑戦しましだ。

型作りから絵ぱけまですべて手作り¥出来あガ

つ疋作面を手に¥とても満足そうでし疋。

ミJ 六日両

砂宮小路老人クラブ

ガ奉仕作業

(8/8・宮小路児童公薗〉

宮小路老人フラブ(松

崎重雄会長 .97人〉の皆

さんは8月8日¥宮小JEO

児童公園の除草作業に汗

を流されまし疋。

同クラブでは¥10年ほど前より年2回(ア月 .8月〉¥

同公冨の環境美化にと奉仕作業を続けられているものです。

おもいやりであったか空間

あなたもできる

ボランティア活動

二シリーズ 6二

製
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

製
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
物

を
作
っ
て
そ
れ
を
福
祉
に
生
か
す

こ
と
で
す
。

物
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

れ
だ
け
で
も
楽
し
い
こ
と
で
す
が
、

さ
ら
に
そ
の
作
業
が
自
分
の
特
技

や
趣
味
を
生
か
せ
る
も
の
で
あ
り
、

ほ
か
の
人
に
感
謝
さ
れ
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
活
動
は
よ
り
楽
し

く
、
よ
り
活
発
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
製
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

は
、
「
何
の
た
め
に
」

「だ
れ
に
」

「何
を
」
作
る
か
、
と
い
う
こ
と

叩
月
1
日

「
住
宅
統
計
調
書

日
月
1
日
、
全
国
一
斉
に

H

住

宅
の
国
勢
調
査
H

と
も
い
わ
れ
る

住
宅
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、

H

豊
か
な
住
生
活
u

豊力、さは

住みよい環境

住まいから

生翌P

が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
だ
れ
が
、
な
一

ぜ
、
何
を
求
め
て
い
る
か
と
い
う
寸

こ
と
を
前
も

っ
て
知
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

一い
ろ
ん
な
こ
と
万

で
き
ま
菅

縫
製お

年
寄
り
の
た
め
に
、
お
む
つ
、

寝
間
着
、
ひ
ざ
か
け
、
ふ
と
ん
な

ど
作

っ
た
り
、

子
供
た
ち
の
た
め

に
、
布
の
絵
本
づ
く
り
な
ど
も
喜

ば
れ
ま
す
。

園
芸

E
E
E
B
E
E
t

緑
や
花
の
あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り

の
た
め
に
、
花
壇
を
作

っ
た
り
、

花
や
植
木
の
手
入
れ
を
す
る
の
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
菊
の
栽
培
な
ど
の
よ
う

に
、
手
入
れ
の
難
し
い
草
花
を
、

子
供
た
ち
ゃ
若
い
人
た
ち
と
一
緒

に
植
え
育
て
る
と
い
う
の
も
ア
イ

デ
ア
の

一
つ
で
す
。

文
芸
・
芸
術

E
E
E
E

書
道、

詩
、
俳
句
、
絵
画
、
彫

刻
な
ど
を
創
作
し
て
、
施
設
や
ホ
ー

ム
に
贈
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
創

作
活
動
の
指
導
も
喜
ば
れ
ま
す
。

そ
の
他

E
Z
E
E
E
E
E

竹
と
ん
ぼ
、
紙
芝
居
、
縫
い
ぐ

る
み
な
ど
の
子
供
の
お
も
ち
ゃ
守つ

く
り
ゃ
、

日
曜
大
工
で
で
き
る
イ

ス
、
縁
台
な
ど
。

に
ご
協
力
を

実
現
の
た
め
の
基
礎
と
な
る
も
の

で
す
。
調
査
員
が
9
月
お
日
か
ら

調
査
を
お
願
い
す
る
お
宅
に
伺
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

企画調整課問い合わせ

か
ん
ぽ
ミ
ヴ
ド
ナ
イ
ト

ウ
ォ

l
ワ
弓
リ
l
大
会

い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
皆
で
楽
し
む
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
。
各
自
の
健
康
、
健
脚
状
況
を

知
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

な
お
、
こ
の
催
し
は
簡
易
保
険

福
祉
事
業
団
の
助
成
を
、
つ
け
て
実

施
し
ま
す
。

期
日
目
月
日
日
出
、
夜
7
時
初
分

コ
ー
ス
市
役
所
j
琴
平
ス
カ
イ

パ
l
ク
j
上
諏
訪
j
向
木
場
j
東

浦
海
岸
j
市
役
所

募
集
対
象
健
康
な
人
、

学
童
は

保
護
者
同
伴
、
先
着
千
名

参
加
料

1
人
1
0
0
円
(
保
険

料
)

参
加
賞
ネ
オ
ン
キ
ャ

ッ
プ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

申
込
期
限

9
月

μ
日
倒

※
大
会
要
項
は
、
各
出
張
所
・
郵

便
局
・
体
育
課
に
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課
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バランスのよい

令1事をビわう 国民健康保険被保険者の皆さんヘ

現代っ子の健康を守ろう

現
代
っ
子
の
大
好
物
の
清
涼
飲
料
水
・
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
・
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
l
ド
な
ど
は
、
塩
分
や

糖
分
脂
肪
分
が
多
く
、
こ
れ
に
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
や

塾
通
い
な
ど
に
よ
る
運
動
不
足
が
加
わ
り
、
子
ど

も
た
ち
の
成
人
病
が
じ
わ
じ
わ
と
増
え
て
い
ま
す
。

簡
単
で
手
間
の
省
け
る
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や

レ
ト
ル
ト
食
品
ば
か
り
与
え
て
は
い
ま
せ
ん
か
、

現
代
っ
子
も
お
ふ
く
ろ
の
味
を
求
め
て
い
ま
す
口

ま
た
、
家
庭
内
不
和
や
い
じ
め
な
ど
が
原
因
で

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
の
心
の
病
は
、
登
校
拒
否
や
自
律
神
経
失
調

症
、
過
敏
性
腸
症
候
群
、
拒
食
、
過
食
症
な
ど
の

形
で
現
れ
て
き
ま
す
。

頭
痛
や
腹
痛
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
起
こ
す
、
食
欲
が

な
い
、
口
数
が
減
る
な
ど
思
い
あ
た
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
し
て
、
子
ど
も
が
助
け
を
求
め
る
サ
イ
ン

を
見
逃
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

今
月
は
6
月
に
か
か
っ
た
医
療
費
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
保
険
年
金
課
保
険
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
様
〈

大
村
市
役
所
以
平
成
6
隼
刊
月
か
b

す
ベ

て
@λ
エ
噂
圃
が

- 8 -

ぬ
仲
裁
巴
な
。
ま
す

H
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

H

⑨

ω月
1
日
か
ら
、
平
日
は

5
時
日
分
ま
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

今までどおり土曜日も業務を行うところ

清掃課¥大村市斎場¥競艇事業部¥市民会館¥

養護老人ホーム清和園¥坂口浄水場¥野岳公園管

理事務所¥図書館¥コミュニティセンター¥公民

館¥市民体育館¥市民フル¥屋内フル¥武道

館¥保育所

※鈎稚園¥小学校¥中学校については¥第2土曜

日は休みになります。

大このほか¥婚姻-出生・死て届の受けばけやI里

火葬許可書の発行業務は¥本庁当直室で行います。

(詳しくは¥ご利用の窓口へお尋ねください〉

一 市立病院については

次のとおりになります 二

・第1 第3以外の土曜日は¥外来部門は休診し

ます0

・第1 第3土曜日は¥内科・外科・整形外料・

小児不当の新患およひ¥応急処置を必要とする患

者さんの外来診療は行いますが¥そのほかの外

来部門については休診します。

・人工透析は¥すべての土曜日も行います。

・なあ¥休診日については叡急外来をご利用くだ、

さい。

閉庁についてのご質問、ご意見は人事課

(内線272)へお尋ねください。



広報おおむら平成 5年 9月号

(1 

簡
易
水
道
・
市
立
病
院
な
ど

年
金
積
立
金
の
還
元
融
資
で

整
備
が
進
ん
で

い
ま
す

皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
国
民
年
金
と
厚
生
年

金
の
保
険
料
の
積
立
金
は
、
住
民
生
活
の
安
定

向
上
に
直
接
役
立
つ
よ
う
そ
の
運
用
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
年
金
積
立
金
還
元
融
資
は
、

地
方
公
共
団
体
が
行
う
公
共
施
設
整
備
事
業
資

金
の

一
部
に
充
て
ら
れ
、

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

H
平
成
4
年
度
の
事
業
で
資
金
の
一
部
に
融
資

を
受
け
た
も
の
H

簡
易
水
道
事
業
・
・
・
・
・
・
南
部
大
村
地
区
簡
易
水
道

事
業

市
立
病
院
事
業
:
:
:
心
臓
血
管
病
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
・
超
音
波
診
断
装
置
な
ど
の
医
療
機
器

ロ
機
種
購
入

一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
:
:
:
し
尿
処
理
施
設
整

備
・

清
掃
運
搬
車
購
入

融
資
額

総
額
7
億
5
、
6
1
0
万
円

く
ら
し
に
役
立
っ
て
い
ま
す

郵

便

局

の

簡

し原処理施設の膜処理装置

郵
便
局
の

「簡
易
保
険
積
立
金
」
は
、
加
入

者
の
皆
さ
ん
の
利
益
の
た
め
確
実
・
有
利
な
方

法
で
運
用
さ
れ
、
し
か
も
市
町
村
な
ど
の
地
方

公
共
団
体
へ
の
融
資
を
通
し
て
皆
さ
ん
の
暮
ら

し
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。

日
平
成
4
年
度
の
事
業
で
資
金
の
一
部
に
融
資

を
受
け
た
も
の
H

道
路
整
備
:
:
:
坂
口
皆
同
線
・
杭
出
津
松
原
線

橋
り
ょ
う
整
備
・
・
・
・
・
・
今
村
橋

基
地
対
策
:
:
:
上
久
原
芋
堀
手
線
・
西
小
路
排

水
路

公
園
整
備
:
:
:
池
田
湖
公
園

・岳
ノ
木
場
公
園
・

小
路
口
本
町
公
園

消
防
施
設
整
備
・
・
・
・
・
・
第
ロ
分
団
詰
所
整
備

公
共
下
水
道
事
業

マイ蔚ーム白金恒信欄聞記
年金積立金は¥厚生年金保険や国民年金に

加入されている人ガ¥マイホームを新築 -購

入 ・リフォームするのに必要な資金を低利¥

長期で融資を受けるのに利用されており¥住

宅金融公庫融資とあわせて¥みなさんのより

よい住まいづくりに役立っています。

そのほか¥民間事業所の福利施設¥保養施

設などの充実にも大いに役立っています。

保

資

金

肩
資
額

総
額
2
億
4
、
8
7
0
万
円

今村橋

西
大
村
・
中
央
・
萱
瀬
小
学
校
の

ド
ア
や
窓
な
ど
を
補
修

長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合
大

村
支
部
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
7
月
お
日
、

3
小
学
校
の
営
繕

工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
奉
仕
活
動
は
、
同
組
合
に

加
入
さ
れ
て
い
る
建
設
技
能
者
の

皆
さ
ん
に
よ
り
、
昭
和
白
年
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は

犯
人
が
参
加
。
西
大
村
小
学
校
、

中
央
小
学
校
、
萱
瀬
小
学
校
の
ド

ア
・
窓
・
天
井
・
踏
板
な
ど
が
補

修
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。応援します

あなたの熱意に応える騒場

=9月は障害者雇用促進月間=

3
小
学
校
の
傷
ん
だ
ド
ア
や
窓
、

踏
板
な
ど
を
補
修
す
る
建
設
技
能

者
の
皆
さ
ん

(
7
/
お
)

人として生まれ、就職の意欲と能力を持ちな

がら障害があるというだけで職場に受け入れら

れないとすれば、それは大変悲しいことです。

近年、事業主の方々のご理解により障害者の

職場は拡大しつつありますが、まだ多くの障害

者の方が働く機会を待っています。

障害のある人も、ない人も共に働き共に生き

ることが自然である社会の実現について、事業

主の皆様のご理解とご協力をお願いします。

(大村公共職業安定所)
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荻
野
育
子
さ
ん

(
松
山
町
・
印
歳
)

楽
し
く
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

H

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
H

県
大
会
4
連
覇

11 

将

棋
11 

「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
楽
し

ん
で
い
る
だ
け
で
す
よ
」
と
話
さ

れ
る
中
に
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な

い
若
々
し
き
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
お
年
程
前
、

子
供
が
手
を
離
れ
た
の
を
機
に
始

め
た
と
い
う
荻
野
さ
ん
、
現
在
は
、

婦
人
で
構
成
す
る
大
村
パ

l
ル
ク

ラ
ブ
の
部
長
を
は
じ
め
、
市
協
会

の
副
会
長
、
県
の
理
事
な
ど
を
務

め
て
お
ら
れ
ま
す
。

昨
年
、
同
ク
ラ
ブ
は
全
国
大
会

へ
も
出
場
、
県
大
会
な
ど
で
も
数
々

の
実
績
を
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

目
下
の
目
標
は
、
日
月
行
わ
れ
る

県
体
、
静
か
な
闘
志
が
う
か
が
え

ま
す
。県

少
年
将
棋
大
会
が
こ
の
ほ
ど

長
崎
市
で
行
わ
れ
、
西
大
村
中
学

校
3
年
の
井
ノ
口
君
が
中
学
校
の

部
で
優
勝
、
大
会
4
連
勝
の
偉
業

を
達
成
し
ま
し
た
。

大
会
は
入
賞
実
績
の
あ
る
「
1

組
」
、
初
参
加
ま
た
は
入
賞
経
験

の
な
い
「
2
組
」
の
部
で
行
わ
れ
、

井
ノ
口
君
は
「
1
組
」
で
出
場
し

ま
し
た
。

小
学
5
年
の
と
き
、
祖
父
の
影

響
を
受
け
て
始
め
た
将
棋
。
近
く

の
将
棋
道
場
に
週
1
回
通
い
、
そ

れ
以
外
は
、
自
宅
で
本
を
片
手
に
、

盤
と
駒
を
相
手
に
に
ら
め
っ
こ
し

て
い
た
と
の
こ
と
。

そ
の
成
果
が
実
り
、

6
年
生
で

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
い
え
ば
、
気

軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

人
気
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
は
、

足
や
手
の
瞬
発
力
な
ど
が
要
求
さ

れ
る
か
な
り
ハ
ー
ド
で
、
と
て
も

体
力
の
い
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

荻
野
さ
ん
は
、
ほ
と
ん
ど
毎
日

の
よ
う
に
練
習
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

基
本
の
大
切
さ
を
重
視
、

1
年
程

前
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
自
己
流
か

ら
基
本
を
中
心
と
し
た
指
導
を
受

け
る
な
ど
、
と
て
も
意
欲
的
で
す
。

現
在
、
同
ク
ラ
ブ
は
初
代
以
上

の
メ
ン
バ
ー
国
人
、
日
代
以
上
の

部
員
が
い
な
い
の
が
悩
み
の

一
つ、

気
軽
に
入
会
し
て
ほ
し
い
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

県
大
会
優
勝
。
以
来
、
優
勝
街
道

を
突
き
進
ん
で
い
る
。
こ
の
ほ
か

に
も
、
い
ろ
ん
な
大
会
に
出
場
し

て
は
、
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
あ
せ
ら
ず
冷
静
に
さ
す
こ
と

を
心
掛
け
て
、
読
み
ど
お
り
に
進

ん
で
勝
っ
た
と
き
は
最
高
の
気
分
。

ま
た
、
将
棋
を
覚
え
た
お
か
げ
で

何
を
す
る
に
も
集
中
力
が
養
わ
れ

た
」
と
話
す
井
ノ
口
君
。

将
棋
の
ほ
か
に
空
手
も
習
っ
て

お
り
、
な
か
な
か
の
腕
前
の
よ
う

で
す
。夢

は
「
将
棋
の
全
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

井
ノ
口
健
く
ん

(
日
歳
・
池
田
新
町
)

平成 5年 9月号

山本さん家族(諏訪 3丁目)

なかよし家族

広報おおむら

右
か
ら
、
祐
也
く
ん
川
、
マ
ツ
ヱ
さ
ん
側
、
孝
子
さ
ん
日
間
、

タ
紀
ち
ゃ
ん
小
川
、
正
彦
さ
ん
岡
、
正
さ
ん
側

慎
く
ん
側
、

屯ι、

ぼ
く
の
家
は

7
人
家
族
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
菊
の
花
作

り
や
庭
木
の
手
入
れ
、
草
取
り
で

い
そ
が
し
く
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

お
茶
を
お
し
え
て
い
ま
す
。

お
茶
の
日
は
、
お
か
し
を
食
べ

た
り
お
茶
を
の
む
の
が
大
好
き
で

す。
父
と
母
は
、
つ
と
め
て
い
ま
す
。

僕
と
夕
紀
は
、
習
字
と
ピ
ア
ノ

と
英
語
に
行
っ
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
、
休
み
の
日
は
お

母
さ
ん
と
僕
た
ち
を
つ
れ
て
、
よ

く
あ
そ
び
に
行
っ
て
く
れ
ま
す
。

こ
ん
な
楽
し
み
を
も
っ
た
家
族

で

す

。

(

慎

)

-宇JlJトJ~~7ヲーク

手
を
動
か
し
な
が
ら
お
友
達
と

沢
山
の
お
話
を
し
、
楽
し
い
雰
囲

気
で
、
素
敵
な
作
品
を
つ
く
り
あ

げ
る
。パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
は
、
そ
の
も
と

を
た
ど
る
と
女
性
に
と
っ
て
大
切

な
1
日
の
仕
事
だ
っ
た
の
で
す
。

家
に
あ
る
布
を
使
っ
て
夜
具
な
ど

を
工
夫
し
て
作
り
、
暖
か
く
子
供

た
ち
を
寝
か
せ
た
の
で
す
。

現
代
で
は
、
美
し
い
色
彩
の
布

で
素
晴
ら
し
い
作
品
を
つ
く
り
、

市
役
所
を
訪
れ
、
松
本
市
長
と
親
し

く
歓
談
す
る
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

お
よ
び
韓
国
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の

皆
さ
ん

(
8
/
9
・
市
役
所
)

議LJL

大
村
に
現
存
す
る
最
大
の
古
墳
で
す
。

(
小
路
口
本
町
)

小路口鬼の穴古墳

日
U

唱
E
A

の
外
国
で
も
、
そ
し
て
日
本
国
内
各

地
で
作
品
展
も
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
教
室
で
は
ベ
ッ
ド
カ
バ
l
、

ピ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
タ
ペ
ス
ト
リ

ー
、
ポ
l
チ
、
バ
ッ
グ
な
ど
世
界

に
た
だ
一
つ
し
か
な
い
自
分
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
楽
し
く
つ
く
り

あ
げ
て
い
ま
す
。

と
て
も
楽
し
い
講
座
で
す
。
あ

な
た
の
生
涯
学
習
に

一
度
の
ぞ
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

定
例
会
毎
週
木
曜
日
、
午
後
6

字
初
分
j
8
時
印
分

場
所
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

講
師
津
節
子
先
生

連
絡
先
勤
労
青
少
年
ホ

I
ム

(
宮

@
1
3
5
3
)

見、

ホームステイで国際交施

先般、大分で開催された九州野営大会に参加

した、ニュージーランドおよび韓国のボーイス

カウト 6人(3人ずつ)が 8月9日、市役所を

表敬訪問、松本市長と親しく歓談しました。

日本とほぼ同じ面積でありながらみ日密度が

全然違うニュージーランドと、今年大田博覧会

が開催されている韓国ですが、大村について

「美しい町Jと話されていました。

皆さんは、 8月8日から11日まで、市内のボー

イスカウト宅でホームスティ、日本文化にふれ

国際交流を図りました。

「小
路
口
鬼
の
穴
古
墳
」
は
、

J
R
竹

松
駅
の
東
側
3
0
0
m
く
ら
い
の
所
に
あ

り
ま
す
口
直
径
約
m
m
、
高
さ
3
m
く
ら

い
の
盛
土
を
な
す
こ
の
古
墳
は
、
周
り
に

新
し
い
家
が
建
ち
並
ぶ
閑
静
な
住
宅
街
に

あ
り
、
こ
こ
だ
け
が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

て
い
る
よ
う
で
す
口

そ
の
昔
、
こ
の
一
帯
に
栄
え
た
豪
族
の

墓
で
あ
り
、

6
世
紀
(
約
1
4
0
0年
前
)

の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
口

ど
の
地
区
に
も
、
地
元
の
人
々
に
と
っ

て
象
徴
的
な
文
化
財
は
あ
る
も
の
で
す
。

こ
の
古
墳
は
、
古
く
か
ら
「
鬼
の
穴
ト

と
親
し
み
を
こ
め
、
ま
た
、
驚
き
と
畏
怖

の
念
を
こ
め
て
こ
う
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
口

貴
重
な
文
化
財
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

地
元
の
誇
り
と
し
て
語
り
継
ぐ
心
が
地
域

お
こ
し
に
つ
な
が
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
口

t
-
A
 

'
E
i
 



麻
し
ん
〈
は
し
か

)ω

予
防
接
種
を
受
げ
ま
し
ょ
う

該
当
す
る
幼
児

生
後
四
か
月
j
η
か
月

ま
で
の
幼
児
で
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
未
接

種
者

実
施
期
間

9
月
1
日
凶
i
3
月
白
日
嗣

指
定
医
院

田
川
小
児
医
院

(東
本
町
)
、
出
口
小

児
科
医
院
(
諏
訪
3
丁
目
)
、
野
口
内
科

こ
ど
も
医
院
(
西
大
村
本
町
)
、
須
田
小

児
科
医
院

(植
松
3
丁
目
)

料
金

無
料

接
種
方
法

個
別
接
種
で
す
。

※
接
種
の
と
き
は
、
母
子
健
康
手
帳
と
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。(

環
境
衛
生
課
)

結核を昔の病気と

思っていませんか
9月24日-30日

結核は¥昔の病気ではありません¥舎でも

我が国最大の伝染病です。

平成3年中に畏崎県で42人¥全国で3，325人

の万ガ結核で、亡くなっています。まだ¥平成

3年中に新しく結核で発見されだ患者さんは¥

長崎県で846人¥全国でなんと 50，612人です。

結核の予防には¥子供の早い時期(生後3

か月以上経ったら¥なるべく早く〉に予防接

種 (8C G)を受けること。それと¥市町村

や職場で実施している結核検診(胸部レント

ゲン模査〉を¥年に一度は必ず受診することで

す。

(環境衛生課〉

結核予防週間

ー面面通
逼面通
電孟面通

H
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
H

お
子
様
の
体
調
の
良
い
と
き
に
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
年
間
を
通
じ
て
無

料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

接
種
の
時
期
と
受
け
方

・
第
1
期
:
・
生
後
3
か
月
j
必
か
月

の
聞
に
、

3
j
8
週
間
の
間
隔
で

3
回
接
種
し
ま
す
。

-
第
2
期
:
・第
1
期
が
終
っ
て
か
ら
、

1
年
i
1
年
半
の
聞
に

1
回
接
種

し
ま
す
。

接
種
方
法

個
別
接
種
で
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
接
種
目
な
ど
を
ご
予
約

の
う
え
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
接
種
の
と
き
は
、
母
子
健
康
手
帳

と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

(
環
境
衛
生
課
)

複
トナ

ー字
タ
ー
ル

函
一
案
一一
募

集

一

結
核
を
な
く
し
て
健
康
で
明
る
い
社
会

を
つ
く
る
た
め
、
毎
年
、
結
核
予
防
事
業

資
金
の
助
成
、
国
際
協
力
な
ど
に
よ
り
、

「
複
十
字
シ

1
ル
」
に
よ
る
募
金
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
募
金
運
動
は
、
日
本
だ
け
で
な
く

世
界
2
1
0
か
国
以
上
で
国
民
的
な
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
シ
l
ル
も
そ
れ

ぞ
れ
の
国
柄
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
使
わ

f( 

院

医院名 住 所 電話番号

寺 井 医 院 玖島 1丁目 @J3574 

松 尾 医 院 玖島 1丁目 @J4412 

田川小児医院 東本町 @J4000 

近 藤 医 院 東本町 @1166 

出 口小児科 医 院 諏訪3丁目 @J2252 

与那城医院 池田新町 (@5575 

野口内科こども医院 西大村本町 @J2339 

須田小児科 医院 植松 3丁目 @7200 

桝本産婦人科内科医院 大川田町 @8355 

牧 山 医 院 宮小路2丁目 @7831 

医
~ 

よ五指キ重接

れ
て
い
ま
す
。

日
本
の

「複
十
字
シ
l
ル
」
が
皆
さ
ん

か
ら
親
し
ま
れ
、
よ
り
多
く
使
わ
れ
る
よ

う
に
、
同
シ
l
ル
図
案
を
募
集
し
ま
す
。

テ
!
マ

「祭
」
(
写
真
不
採
用
)

色
彩

蛍
光
色
以
外

記
入
文
字

日
本
(
漢
字
)

・
キ
(
複
十

字
マ
l
ク
は
赤
色
で
記
入
)

・
1
9
9
4
1

9
5
「す
こ
や
か
に
」
ま
た
は
「
し
あ
わ

せ
に
」
の
い
ず
れ
か
(
文
字
や
マ

l
ク
は

位
置
の
指
定
だ
け
で
も
可
)

用
紙
と
寸
法

用
紙
は
ケ
ン
ト
紙
、
ま
た

は
白
上
質
紙
。
縦
1
0
8
m
〉
〈
横
卯
問
。

出
品
方
法

図
柄
は
台
紙

(
1
7
0
m
×

健康子レホふサービス
合 23-4646

月 立ちくらみ

月の9 
火 寝ちがい

水 子どもの窒息事故

フマー

木 眼圧について

金 食べ物とむし歯

土-日 ハネムーンの医学J

ロ

1
5
0
m
)
に
貼
り
、
台
紙
の
裏
面
に
住

所
・
氏
名

・
年
齢
・
職
業
(
学
校
名

・
学

校
住
所

・
学
年
)
・
電
話
番
号

・
図
柄
の

名
称
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

送
り
先

制
結
核
予
防
会
事
業
部
資
金
課

(
干

m東
京
都
千
代
田
区
三
崎
町

1
j
3

j

ロ)

締
め
切
り

口
月
日
日
側
(
当
日
消
印
有

効
)

賞
金

1
等
叩
万
円
ほ
か
(
小
・

中
・

高

校
生
の
部
の
ジ
ュ
ニ
ア
賞
も
あ
り
ま
す
)

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
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福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
の

更
新
手
続
き
を
行
い
ま
す

心
身
障

女
子
・
寡

証
の
賓
幼
期

て
い
ま
す

該
当
者

て
い
ま
す

き
を
し
て

※
指
定
日

福
祉
課

で
き
ま

問
い
合
わ

5
5
)
 

所月 日 場

9月16日側 市役所

西大村出張所
9月17日(金)

(中地区公民館)

9月20日(月)
竹松・萱瀬・
松原各出張所

9月21日ω 福重・ー浦・
鈴田各出張所

9月22日(水) 市役所

金婚式該当者ヘ

記念品を贈呈します
=該当される方は申請を=

金婚式を迎えられた夫婦を祝福し、長年、円満な家

庭を築かれ社会のために貢献された労をねぎらうため、

記念品を贈呈します。

対象者 9月15日現在で大村市に 1年以上居住する夫

婦で、婚姻(戸籍に記載された日)から満50年を迎え

られた夫婦。

※婚姻年月日が昭和17年 9 月 16 日 ~18年 9 月 15 日まで。

申請方法 該当する人は申請書に戸籍謄本を添えて、

福祉課老人福祉係に提出してください。

申込締め切り 9月17日幽

問い合わせ 福祉課老人福祉係

一一一一一一 .一一一一一一.一一一一一一.一一一一一一 .一一一一一一.一一一一一一

(1 

後

r-...------・・・・・・・・・・，・、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.，
-
ー
. . . . 

皆さん多数のご来場をお待ちして

.います。

:日時 9月刊臼田)¥午前10時

場所 福祉センター2階集会室 j 

「さ《ら事l敬老の日

記念演芸大会

程

月 日 場 所

9月8日(水)
二浦・鈴田・萱瀬・

福重・松原各出張所

9月9日休)
市役所、

西大村・竹松各出張所

9月10日(金) 市役所、西大村出張所

日呈R首

霊長最
宋童窒

福霊
祉記
週念
閏
標
語

平
成
6
年
は
国
際
家
族
年
に
当
た
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
児
童
福
祉
週
間
の
一
層

の
周
知
、
社
会
的
な
関
心
の
換
起
を
図
る

た
め
標
語
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

テ

ー

マ

児
童
福
祉
の
理
念
を
広
く
啓
発

す
る
語
句
(
言
葉
)

応
募
資
格
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す

作
品
点
数
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す

応
募
方
法

官
製
は
が
き
を
使
用
の
、
?
え
、

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

電
話
番
号
を
明
記
し
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

応
募
先

児
童
福
祉
週
間
標
語
募
集
係

(
干

mー
旧
東
京
中
央
郵
便
局
留
置
)

被爆者健康診断を行います

対象者

いる人

受付時間 午前10時~什時、午後オ 時~2時30分

問い合わせ 大村保健所まだは市福祉課福祉係

※今回の定期健康診断以外に年2固まで¥希望に

より健康診断またはガン模診を受けることガで

きます。

長寿を祝って敬老金を贈ります
対象者 9月 1日現在、大村市に l年以上居住してい

る73歳以上の人。

祝金の額

・73歳から79歳 3，000円・80歳から89歳 5，000円・90歳以上 8，000円
※88歳以上の人には県の敬老

金も贈られます。

※該当する人には通知書を差

し上げていますので、指定

の日にお受け取りください。

被爆者手帳¥健康診断受診者証を持って

t‘ 
日
月
訂
日
制
(
当
日
消

応
募
締
め
切
り

印
有
効
)

賞

厚
生
大
臣
賞
1
点
、
全
国
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
賞
1
点
ほ
か

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
児
童
家
庭
係

多数のご来場をお待ちしています。

期間 9 月 9 日(柑~11 日(土)、午前 9

時~午後4時

会場 福祉センタ一大会議室

展示品 手芸、工芸、書道、絵画、

盆栽など

問い合わせ

老人作品展示会

市老連 (ft@6010)

健康診断実施日程

日 程 実施場所 対象地区

8月31日(刈 市コミセン =浦、鈴田、大村

9月 1日附 竹 松 出張所 竹松

9月2日(木) 福祉センター 大村

9月3日住) 福祉センター 西大村、萱瀬

9月7日(刈 市コミセン 大村

9月8日(水)松原 出張所 福重、松原

9月9日(木) 中地区公民館 西大村

円
〈

U
4
E
i
 



「救急の日」9月9日は

いのちと安全守る救急車

「
救
急
車
正
し
く
使
っ
て
救
命

優
先
」
皆
さ
ん
こ
の
よ
う
な
標
語

を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

救
急
車
は
、
皆
さ
ん
の
生
命
、

身
体
の
安
全
を
確
保
す
る
と
い
う

重
要
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
現
代

社
会
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
救
急
車
の
正
し
い
利

用
に
つ
い
て
も
う

一
度
考
え
て
み

ま
し
ょ
、
っ
。

救
急
車
の
利
用
は
年
々
増
加
の

傾
向
に
あ
り
、
平
成
4
年
中
の
県

下
の
利
用
状
況
は
別
表
の
と
お
り

で
す
が
、
平
成
3
年
中
の
県
下
救

急
統
計
に
よ
る
と
、
救
急
車
を
利

用
し
た
人
の
鈎
%
は
軽
症
の
患
者

で
、
そ
の
中
に
は
自
家
用
車
ま
た

は
、
ほ
か
の
交
通
機
関
を
利
用
で

き
る
人
が
多
く
認
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
救
急
患
者
の
救
命
率
を

向
上
さ
せ
る
た
め
平
成
3
年
8
月

に
救
急
救
命
士
法
が
施
行
さ
れ
、

救
急
救
命
士
が
誕
生
し
ま
し
た
。

救
急
救
命
士
は
、
今
ま
で
よ
り

高
度
な
応
急
手
当
を
施
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
救
急
車
の

乱
用
で
救
急
患
者
へ
の
応
急
手
当

が
遅
れ
た
の
で
は
救
命
率
も
半
減

す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た

い
の
は
、
ま
ず
日
頃
か
ら
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
る
、
家
族
の
健

康
は
家
族
で
守
る
と
い
う
気
持
ち

で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

正
し
い
応
急
手
当
の
知
識
を
身
に

つ
け
る
こ
と
で
す
。

応
急
手
当
に
つ
い
て
は
、
皆
さ

ん
に
正
し
い
知
識
を
よ
り
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
消
防

本
部
で
は
救
急
講
習
会
の
開
催
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨年の救急の日模擬訓練より

救急車の利用状況 (平成 4年中)別表

ま
た
、
何
で
も
相
談
で
き
る
か

か
り
つ
け
の
医
師
を
も
ち
、
病
気

の
場
合
は
早
め
に
受
診
す
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
、
救
急
車
が
必
要
な
場

合
は
、
正
確
に
1
1
9
番
へ
通
報

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
ま
た

救
急
車
を
呼
ぶ
ま
で
も
な
く
、
最

寄
り
の
病
院
な
ど
を
知
り
た
い
と

き
は
、
地
域
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

で
た
ず
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
救
急
車
の
正

し
い
利
用
に
つ
い
て
も
う

一
度
皆

さ
ん
で
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
の
心
が
け
ひ

と
つ
で
尊
い
生
命
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
す
。

V
地
域
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

(
宮

@
8
1
9
9
)
 

-14ー

(
環
境
衛
生
課
)

2
5
0
∞
以
下
の
バ
イ
ク
に
は

車
検
制
度
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

自
賠
責
保
険
(
共
済
)
の
継
続
契

約
を
忘
れ
が
ち
で
す
。

小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら
と
い

っ

て

「油
断
は
禁
物
」
、
-
バ
イ
ク
の

起
こ
す
人
身
事
故
も
軽
視
は
で
き

ま
せ
ん

D

無
保
険
(
無
共
済
)
で

死
傷
事
故
で
も
起
こ
し
た
ら
、
そ

れ
こ
そ
大
変
で
す
。

バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保
険
(
共

済
)
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
無
保
険
(
無
共

済
)
で
走
る
と
、

6
か
月
以
下
の

懲
役
、
ま
た
は
5
万
円
以
下
の
罰

金
、
さ
ら
に
違
反
点
数
6
点
と
な

り
、
免
許
停
止
処
分
と
な
り
ま
す
。

出動件数 搬送人員

( 割 合 ) ( 割合 )

県内
28，435件 27，495人

( 1日に78件) (57人に 1人)

村大
1，359件 1，341人

( 1日3.7件) (56人に 1人)

救
急
の
白

人
工
呼
吸
講
習
会
自
皇

救
急
医
療
講
演

目
。

知
っ
て
お
き
た
い
救
急
の
知
識
の
講
演
を
行
い
ま
す
。

日
時

9
月
9
日
閥
、
午
後
1
時
加
分
j

(
入
場
無
料
)

場
所

国
立
長
崎
中
央
病
院
地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

⑨
人
工
呼
吸
講
習
会

j
人
は
こ
う
し
て
よ
み
が
え
る

j
(
ω

分
)
、
実
施
機
関
・
:
大
村
消
防
署

⑨
救
急
医
療
講
演

i
女
性
に
多
く
み
ら
れ
る
救
急
疾

患
j

(
卯
分
)

講
師
国
立
長
崎
中
央
病
院
産
婦
人
科
医
長

行
徳
先
生
ほ
か

も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い

た
ら
、
最
寄
り
の
損
害
保
険
会
社
、

代
理
庖
、

J
A
(
農
協
)
へ
。

暴力団
くに関する困りごと¥

を抜けて働きたい人/

迷わず、次のところに相談・通報を.ゲ

(無料・秘密厳守)

働長崎県暴力団追放県民会議 』長崎県警察本部暴力団対策課

(長崎県暴力追放推進センター)1ft 0958-25-000ヲン
ft0958二五五-0治三 !県警各警察署 派出所 駐在所

は
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{、

水

道

部

よ

り

お

願

い

給

水

工

事

は

届

け

出

を

水
道
に
か
か
る
給
水
工
事
は
許

可
が
必
要
で
、
水
道
部
の
指
定
工

事
庖
で
な
け
れ
ば
工
事
を
施
工
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

正
規
な
手
続
き
を
経
な
い
で
、

勝
手
に
本
人
ま
た
は
、
指
定
工
事

庖
以
外
で
施
工
す
る
こ
と
は
条
例

違
反
で
停
水
処
分
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
違
反
工
事

が
元
で
漏
水
が
発
生
し
た
場
合
も
、

料
金
の
減
免
措
置
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
口

大
村
市
の
指
定
工
事
庖
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

ー圃~人議会を

聞きます

会社名 住 所 電話番号

協和水道 (槻 西大村本町 53-5161 

誠和工業側大村支庖 協和町 53-1151 

高瀬建設(欄 西本町 53-3131 

(有)竹松設備 今津町 54-7781 

正真工業 (欄 西大村本町 53-6111 

西日本設備(槻 西三城町 53-3228 

共立水道(有) 西三城町 54-1088 

情)大村設備工業 杭出津 1丁目 53-1003 

大光設備工業(槻 久原 1丁目 54-3128 

給水工事指定庖

婦人を取り巻く諸問題や生活に関する話

題について学習を続けている「大村生活学

校」が、地方自治についての学習の機会と

して開催します。

日時 9 月 2 日(柄、午前 9 時 ~12時 10分

場所 市コミセン

主催 大村生活学校

問い合わせ 中央公民館(市コミセン内包

@3161) 

(1 

54-3168 

上記の工事巴以外の人ガ施工する現場を見

かけだ場合は¥ご一報をお願いしま守。

問い合わせ 市水道部工務課給水係

( ft53 -111 4) 

東三城町大村市管工業協同組合

22モーターボート選手募集

モーでi-ji説話どっ "¥f";示fz二記念

~.Ja. 婦ム遺言i

森林を伐採するときは

ガ、眠除議雇U
必要です

森
林
(
地
域
森
林
計
画
対
象
森

林
)
を
伐
採
す
る
に
は
、
森
林
法

に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
知
事
に
届
け

出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
無
秩
序
な
伐
採
に
よ

り
森
林
の
荒
廃
を
引
き
起
こ
す
こ

と
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

無
届
け
の
場
合
は
、
罰
則
の
適

用
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

応募資格・ 年齢…昭和45年11 月 15 日 ~51年

11月14日生まれの人 ・身長…170cm以下

・ 体重…男子:47kg~55kg、女子:42kg~50

kg・視力…裸眼で0.8以上(両眼とも)

応募期限 10月24日(日)

問い合わせ 長崎県モーターボート競走会

(ft@6194) 

さ
い
。

届
け
出
が
必
要
な
森
林

地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
森
林
の
う
ち
、
保
安
林
等

を
除
い
た
ほ
と
ん
ど
の
森
林

届
け
出
が
必
要
な
人

自
分
の
山

を
伐
採
す
る
と
き
に
は
本
人
、
立

木
だ
け
を
売
っ
て
他
の
人
が
伐
採

す
る
と
き
に
は
、
買
っ
て
伐
採
す

る
人
ま
た
は
土
地
所
有
者

提
出
期
限

①
森
林
施
業
計
画
に

基
づ
き
森
林
を
伐
採
し
て
も
、
植

r空の日」フzスタ
午前10とき 9月23日(柄¥

時から

ところ 長崎空港(花文字

山ほか〉

催し 航空機等展示¥体験

搭乗¥体験航海など

問い合わせ 大阪航空間長

崎空港事務所〈宮⑬6151) 
t、

林
等
に
よ
り
再
び
山
を
森
林
に
戻

す
場
合
は
、
伐
採
後
初
日
以
内

②
伐
採
後
、
跡
地
を
森
林
以
外
の

も
の
(
宅
地
、
事
業
地
、
農
地
な

ど
)
に
造
成
す
る
場
合
に
は
、
伐

採
す
る
卯
日
前
か
ら

ω日
前
ま
で

提
出
先
お
よ
び
書
類
請
求

長
崎
林
業
事
務
所

問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
林
務

係
、
森
林
組
合
(
宮
@
8
2
3
8
)
、

長
崎
林
業
事
務
所

(
宮
0
9
5
8

②
4
5
5
5
)
 

一咽
一
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

一知
一
大
会
成
績

8
月
7
日
j
9
日
、
市
営
野
球

場
な
ど
を
会
場
に
、
小

・
中
学
生

位
チ
l
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た

「
大
村
市
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
。
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
球

児
た
ち
の
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
小
学
生
の
部

立

池
田
新
町
西
大
村
ラ
イ

イ
オ
ン
ズ
ジ
ュ
ニ
ア

2
位
・・
・
乾
馬
場

3
位
・
:
古
町
、
東
諏
訪

O
中
学
生
の
部

1
位
・
・
・
上
諏
訪
子
供
会

2
位
・・・
池
田
新
町

f

三
浦
子
供
会
、
池
田
子

「

3
位

供

会

寸



生
ま
れ
で
、
高
校
・
高
専
卒
お
よ

び
卒
業
見
込
み
の
人

申
込
期
間

9
月
2
日
側
j

H
日

ω
 

問
い
合
わ
せ
人
事
院
九
州
事
務

局
(
干
印
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

東
2
1
1
j
1
2
0
9
2
・
4
3

1
・
7
7
3
3
)

国
家
公
務
員
採
用
試
験

H
高
等
学
校
卒
業
程
度
H

海
上
保
安
大
学
校
学
生
、
気
象
大

学
校
学
生

資
格
昭
和
必
年
4
月
2
日
以
降

市職員採用試験

試験職種 戸3乙. 験 資 格

行 政
大学卒業程度の学力を有し、昭和41年 4月 2日から47年
4月 1日までに生まれた人

一般事務
高等学校卒業程度の学力を有し、昭和47年 4月 2日から

51年 4月 1日までに生まれた人

初級土木
高等学校卒業程度の学力を有し、昭和47年 4月 2日から

51年 4月 1日までに生まれた人

学校教育法による 4年制大学(工学部建築学科)を卒業

建 7生k局E した人(平成 6年 3月までに卒業見込みの人を含む)で

昭和41年 4月 2日から47年 4月 1日までに生まれた人

保健婦助産婦看護婦法による厚生大臣の看護婦(士)免

看護婦(士)
許を有する人(平成 6年 3月に行われる予定の国家試験

に合格し、免許取得見込みの人を含む)で昭和43年 4月

2日以降に生まれた人

高等学校卒業程度の学力を有し、昭和39年 4月 2日以降

木工技術員 に生まれた男子で家具製作、建具製作または建築大工職

3年以上の実務経験を有する人

行
政
書
士
試
験

日
月

μ
日
側
、
午
後

試
験
日
時

1
時
か
ら

場
所
県
立
女
子
短
期
大
学
(
長

崎
市
)
、
県
北
会
館
(
佐
世
保
市
)

申
込
期
間

9
月
1
日
側
j

m
日

伺問
い
合
わ
せ
県
総
務
部
総
務
学

事
課
法
規
係

(
2
0
9
5
8
@
1

市内に住んでいる人または、採用後住むことができる人

各職種とも若干名

9月24日幽
10月24日(日)

所定の申込用紙 (人事課または、各出張所にあります)に

記入のうえ応募してください。

人事課人事係 (包53-4111内線270~272)

採用の条件

採用人員

申込期限

第一次試験

応募方法

計量器定期検査を行います

=取引用・証明用はもれなく=

商庖・病院・官公庁などで、商売や証明などに使用する

「はかり」は、年に 1回検査を受けなければなりません。

検査を受けないで使用すると計量法による罰則 (5万円

以下の罰金)がありますのでご注意を/

問い合わせ

日
本
ポ
ル
ト
ガ
ル
友
好
4
5
0
周
年
記
念

ア
マ
リ
ア
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス

リ
サ
イ
タ
ル

月 日 場 所 時 関

9月28日(火)
大村市役所 10:30 ~ 12:00 

中地区公民館 13:30~15 : 00 

9月29日(水) 中地区公民館 10:30~15:00 

9月30日(木) 大村市民会館 10:30 ~ 15 : 00 

10月 5日(刈 竹松出張所 10:30~15:00 

10月 6日(水)
福重出張所 11:00~12:00 

松原出張所 13:00~15 : 00 

三浦出張所 10:00~11:00 

10月 7日(木) 鈴田出張所 11:30~12:30 

萱瀬出張所 14:00~15:00 

10月15日陰) 大村市役所 10:00~12:00 

程日査検111手!I

演

=

開

館

中

岡

分

会

売

日
初
民
発

初

時

市

券

月

6
村

売

9
後

大

前

午

=

時

所
日

場

※ 12:00~13 : 00 は休みます。 (鈴田出張所除く)

持参するもの はかり・印鑑

手数料 200円 ~1 ， 150円 (種類・能力により違います)

問い合わせ 商工観光課

ρ
h
u
 

噌

E
i

この機会にぜひ¥ポルトガルの音楽フ戸ドを

お楽しみくだ、さい。

入場料 (全席自由〉

・一般4，000円 (当日4，500円〉

・小 ・中-高生2，000円(当己2，500円〉

前売券発売所 工ムズ -モリタケ¥戸オパラジオ商

会¥原田楽器大村巴 -諌早居¥長崎書居¥商工会議

所¥大村浜屋T階プレイガイド¥れすとらん浜田¥

市コミセン¥中地区公民舘¥市立図書館¥市役所受

付¥各出張所¥西大村旭区コミセン¥社会教育課

問い合わせ社会教育課へ

，( 
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大
村
少
年
合
唱
団

第
悶
固
定
期
発
表
会

日
時

9
月
日
日
出
、
午
後
2
時

間
演

(
1
時
初
分
開
場
)

会
場
大
村
市
民
会
館

主
な
曲
目
誰
か
が
口
笛
ふ
い
た
、

青
い
空
、
ナ
ウ
シ
カ
・
レ
ク
イ
エ

ム
、
風
の
と
お
り
道
、
君
を
の
せ

て
、
ほ
た
る
こ
い
、
赤
い
く
つ
ほ

カ入
場
料

5
0
0
円

問
い
合
わ
せ
大
村
少
年
合
唱
団

育
成
会
(
宮
@
1
5
8
3
阿
野
)

公演
文化庁移動芸術祭

「寄庸芸能J

.，.，.，~ 

( ， 

伊仰9/////h抑'Y///////h 読書推進講演会 ~////////////////////h句

f 読みきかせで育つもの ? 

? ~絵本は心の栄養です~ ? 
? 全国の講演会でひっぱりだこの子と‘も 2
2の本の研究家、高山智津子さんに読みき 2
2かせについての楽しいお話をしていただ 2
2きます。 2 
2お誘い合わせのうえ、お出かけください02
2日時 9月15日(水)午後 1時30分~32

2 時30分 2
2会場市コミセン 2 
2入場料無料(ただし、入場整理券が必要 2
2 です。整理券は図書館、市コミ 2
2 セン、中地区公民館、各地区住民 2
2 センターにあります) 2 
2問い合わせ 市立図書館 (2@2457) 2 
み例制儲仰仰9///A仰仰倒協仰僻倒抑制仰協側側仰倒抑仰抑協儲倒仰w//A

優れた舞台芸術の公演として、今年も

文化庁移動芸術祭が行われます。

今回は「寄席芸能Jの公演で、落語を

はじめ奇術、講談と楽しい内容です。

日時 10月30日出
午後 6時30分間演

場所大 村市民会館

出演者 桂米丸、三笑亭夢楽、春風亭小

柳枝、北見マキ、神田陽子ほか

入場料 (全席自由)

・一般2，200円(当日2，500円)

・小・中・高生1，300円(当日 1，500円)

前売券発売所 アオパラジオ商会、エム

ズ・モリタケ、原田楽器大村庖・諌早庖、

長崎書庖、大村浜屋 1階プレイガイド、 三笑亭 夢楽 E 

和風れすとらん浜田、商工会議所、市コ

よ品;詰詰tlfT2449Rt常務みE
付、社会教育課 明いC::I'¥' 

丸米桂

税
の
質
問
は

税
金
電
話
相
談
会
り
は
〉
で

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
に
は
、
約
5
0
0
の
税
金
に
関

す
る
解
説
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者
が
電
話

に
よ
り
聞
き
た
い
相
談
項
目
の
コ
l
ド
番
号
を
指
定
す

れ
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
そ
の
回
答
を
流
し
ま
す
。

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
l
電
話
番
号

告

0
9
5
8③
2
2
9
9

ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、
「
こ
ち
ら
は
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

で
す
・
:
」
と
い
う
案
内
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
「
ピ
ッ
」

と
い
う
音
が
鳴
っ
て
か
ら
コ

l
ド
番
号
を
押
し
て
(
ダ

イ
ヤ
ル
)
く
だ
さ
い
。

1
回
の
電
話
で

5
つ
ま
で
の
コ

1
ド
番
号
の
解
説
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
コ
l
ド
表
は
、
税
務
署
お
よ
び
市
役
所
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
諌
早
税
務
署
総
務
課
(
宮
⑫
1
3
7
0
)

視聴覚ライブラリー

ap 

会

作

)

親子映 画

『べふ育、'L鹿め少年I~. ・ .J
大村子ども劇場

第68回例会

ー三て〆L
-

|市コミセ牙五るO~11:00 
9月11日出 1_. • .__.  _ 

-大村コミセン114:00~15:00 

かしの き ホ テ ル (アニメ 10分)

空とぶ宝箱 (アニメ 10分)

つの花 (アニメ 23分)
=劇団コーロ公演=

l' 

9月12日(日)

午後2時........3時30分

大村市民会館

入会して会費の納入ガ

必要です。

※当日の入会も受け付けます。

問い合わせ 大村子ども劇場

事務胃 (ft⑬ア063小杉〉

時

場所

入場料

日

未知の世界ヘ自分探しの旅へ

出たべンガル虎の少年の¥夢と

冒険J~\にあふれ芝、それでいて\

おかしなおかしなとてもユニー

クな物語。

9 月 11 日∞ | 中地区公民館 rio:oo~11 :00 
空とぶマウス (アニメ 11分)

(アニメ 19分)

(アニメ 27分)

しあわせの王子

やさしいライオン

ワー
咽

'A

視聴覚ライブラリー

(宮54-3161市コミセン内)

問い合わせ



英
会
話
教
養
講
座

受
講
生

期

間

叩

月

4
日
か
ら
毎
週
月
曜

日
、
午
後
7
時
j
8
時
初
分
(
叩

回
)

場
所
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
(
福

祉
セ
ン
タ
ー
3
階
)

日本ポjしトガjし友好450周年記念事業

曇同制ル川崎綱圃

講
師
リ
ン
ダ
・
ス
チ
ユ
ワ
l
ト

(
ア
ラ
パ
マ
州
立
大
学
英
語
学
部

卒
)

受
講
資
格
市
内
に
勤
務
す
る
人

お
よ
び
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

で
、
日
歳
jmω
歳
未
満
の
勤
労
青

少
年

受
講
料
無
料

申
込
期
限

9
月
日
日
同
必
着

定
員
加
人
(
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
し
ま
す
)

申
込
方
志
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
を
記
入
の
う
え
、
勤

労
青
少
年
ホ

I
ム
(
西
三
城
町
8
)

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
(
宮
@
1
3
5
3
)

カビ

バ
ブ|

ス
カ
ウ
ト

対
象
・
人
員
①
ビ
ー
バ
ー
ス
カ

ウ
ト
(
来
年
4
月
に
小
学
1
年
生

に
な
る
人
)
日
人

②
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
(
来
年

4
月
に

小
学
3
年
生
j
5
年
生
に
な
る
人
)

日
人

申
込
方
法
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・

氏
名
・
学
校
・
掌
'
年
・
保
護
者
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
先
市
コ
ミ
セ
ン
(
〒
制
幸

町
お

j
お
宮

@
3
1
6
1
)

N
H
K
学
園
通
信
教
育

。
高
等
学
校
専
攻
科
(
コ
ミ
ユ
二

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
)
社
会
福
祉

。

ぷ砂
市
展
作
品

部
門
洋
画
・
日
本
画
・
書
・
写

真
・
彫
塑
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン

出
品
点
数
洋
画
・
写
真
・
書
は

1
人
1
点
。
ほ
か
は
2
点
以
内

※
自
作
未
発
表
作
品

手
数
料

1
点
1
、
0
0
0
円

(
高
校
生
は
5
0
0
円
)

申
込
期
間
叩
月
5
日

ωj日
日

幽

コ
ー
ス

2
年
間
で
「
N
H
K
学
園
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
認
定
資
格
が

得
ら
れ
ま
す
。

資
格
高
校
卒
業
以
上
の
人

申
込
期
限
目
月
5
日

ω

案
内
書
ご
希
望
の
人
は
、

N
H

K
学
園
8
E
5
2
係
(
手
l
m
l
旧

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
2

j
弱

含

0
4
2
5
j
η
i
3
1
5
1
)

へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
案
内
書
は
無
料
で
す
。

ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習
会

受
講
生

資
格
受
講
後
、
仕
事
に
就
く
こ

と
を
希
望
す
る
家
庭
婦
人
(
初
心

者
)
で
必
歳
以
下
の
人
。
全
日
程

出
席
可
能
な
人

科
目
ワ
ー
プ
ロ

3
級

。
作
品
搬
入
日
月
白
日
間
、
午
前

日
時
j
午
後
1
時
、
市
コ
ミ
セ
ン

作
品
展
覧
会
日
月
1
日
何

j
6

日
卦

申
込
先

社
会
教
育
課

9
月
幻
白
川
w
j
ロ
月
3
日

R
n司
可

制
宍
固
い
H

幽場
所
国
際
情
報
科
学
専
門
学
校

諌
早
校
(
諌
早
市
栄
田
町
)

受
講
料
無
料
(
教
材
費
実
費
)

申
込
期
間

9
月
1
日
側
か
ら
定

数

(ω
人
)
に
達
す
る
ま
で

※
申
込
書
は
同
学
校
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
長
崎
県
婦
人
就
業

援
助
セ
ン
タ
ー
(
長
崎
市
茂
里
町

宮

0
9
5
8
⑬
9
0
3
0
)

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生

口
D

4
E
i
 

日
目
月
コ

l
ス
リ

内
容
・
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
・

炭
酸
ガ
ス
ア
l
ク
溶
接
(
学
科
)

・
被
覆
ア
l
ク
溶
接
(
学
科
)
・
炭

酸
ガ
ス
ア
l
ク
溶
接
(
中
板
・
実

技
)
・
危
険
物
受
験
準
備
講
習

(乙
4
類
)
・
液
化
石
油
ガ
ス
設

備
士
受
験
準
備
講
習
・
シ
ー
ケ
ン

ス
制
御
(
リ
レ
l
基
本
)
・
設
備

C

A
D
-
パ
ソ
コ
ン
会
計
処
理
・
デ
ー

タ
ベ
ー
ス

C
A
R
D
3
+
・
ワ
ー

プ
ロ
「

一
太
郎
」
(
初
級
・
中
級
)

申
込
期
間

9
月
1
日
嗣
j

m
日

目申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
崎
(
諌

早
市
小
船
越
町
宮
②
2
3
2
3
)

種 別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

1種 東諏訪 2 3K 23，200 

j也 田 1 3DK 12，000 

2種 原口アパート 4 3DK 
19 ， 200~ 

20，500 

中 央 1 3DK 26，500 

昨年の市展より

市営住宅入居者

申込期限 9月8日(水)

抽選日 9月20日(月)、午前10時30分~

入居日 10月 1日働

申し込み、問い合わせ 建築課住宅係



市
民
野
球
大
会

参
加
チ
ー
ム

期

日

日

月
2
日
出
1
3
日
刷

会
場

市
営
野
球
場

チ
ー
ム
編
成
町
内
単
位
ま
た
は

ク
ラ
ブ
チ
l
ム

(
協
会
登
録
選
手

は
1
チ
l
ム
3
人
ま
で
参
加
で
き

ま
す
)

参
加
料

5
、
0
0
0
円

締
め
切
り

9
月
四
日
出

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
野

ご
寄
付

1 主食
3協
津会
田 (
¥J 乞宝

@ 
4 

内
線
2 

市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

大
会
参
加
チ

l
ム

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(
敬
称
略
)

ご
好
意

。
香
典
返
し

平成 5年 9月号

竹
松
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
松
尾
義
侃
(
大
川
田
町
)
7
万
円

文
化
基
金
へ

V
今
回
美
恵
子
(
古
町

2
丁
目
)

日
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
永
武
三
次
(
武
部
町

)
n万
円

V
佐
藤
孟

一
(
小
路
口
本
町
)
金

一
封

V
小
野
望
人

(
陰
平
町
)
5
万
円

V
松
尾
義
人
(
今
村
町
)
5
万
円

V
城
間
淳
子
(
大
里
町
)
叩
万
円

V
岩
永
良
徳
(
松
原
本
町
)
日
万
円

広報おおむら

。
一
般
寄
付

清
和
国
へ

V
狩
野
食
品
販
売
制
H
ラ
ー
メ
ン

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
H
奉
仕

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎

・
中
島
松

一
・
末
長
辰
夫
・
松
尾
謙
)
理
容

奉
仕

市
立
病
院
へ

V
永
大
鉄
工
鮒
U
心
臓
血
管
病
セ

ン
タ
ー
建
設
な
ら
び
に
高
度
医
療

機
器
導
入
資
金

福
祉
関
係
行
事
な
ど
へ

V
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ク
リ
ー
ン
側
H

パ
ザ
l
用
品

社
会
福
祉
基
金
へ

日
時

9
月
ロ
日
刷
、
午
前
日
時

(
受
付
開
始
午
前
9
時
)

場
所
市
民
体
育
館

チ
l
ム

編

成

女
子

・
男
子
・
混

成
、
ー
チ
l
ム
4
人
以
上
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

参
加
費

1
人
4
0
0
円

(
当
日

徴
収
)

申
込
方
法
ハ
ガ
キ
に
チ
l
ム
名
、

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
書
い
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

9
月
6
日
卯
必
着

申
込
先
中
地
区
公
民
館
(
松
並

V
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
l
ト
大
村
公
園

前
庖
H
5
、
9
2
5
円

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
・
乳
児
院
へ

V
佐
世
保
米
軍
日
招
待

・
奉
仕

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
リ
奉
仕

V
向
陽
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク

ラ
ブ
H
奉
仕

V
大
村
工
業
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク

ト
ク
ラ
ブ
H
奉
仕

V
狩
野
食
品
販
売
鮒
H
ラ
ー
メ
ン

V
美
容
室
ヘ
ア
メ
イ
ク

M
H
理
容

奉
仕

V
附
プ
レ
ナ
ス
長
崎
支
庖
H
サ
ッ

カ
ー
ボ
l
ル

大
村
子
供
の
家
へ

V
泰
道

H
m万
円

V
谷
本
康
子
ほ
か
7
人
H
1
万
円

V
松
尾
昭
二

(
寿
古
町
)
1
万
円

V
本
経
寺
(
古
町
1
丁
目
)
か
し

わ
餅

V
び

l
ふ
亭
H
焼
肉

1
丁
目
2
4
6
j
5
2
@
1
3
7

6
)
 

大
村
健
康
ウ
オ
ー
ク

ク
ラ
ブ
会
員

秋
・
き
わ
や
か
に
・
愉
快
な
仲

間
と
健
康
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

例

会

毎

月

1
回
(
日
曜
日
)

市
内
や
近
郊
の
コ

l
ス
約

m
h

を
ハ
イ
ク
し
ま
す
。

年
会
費

1
世
帯
2
、
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

川
島
(
宮
(⑪
4
2
8
2
)

V
狩
野
食
品
販
売
鮒
H

ラ
ー
メ
ン

三
彩
の
里
へ

V
長
与
南
小
5
年
4
組
育
友
会
リ

タ
オ
ル

・
石
け
ん
ほ
か

V
大
村
遊
魚
組
合
川
鮮
魚

V
大
村
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
H
短

パ
ン

V
徳
留
健
三
(
富
ノ
原
1
丁
目
)

理
容
奉
仕

慈
悪
荘
へ

V
城
仁
田
元
(
福
江
市
)
加
万
円

V
永
測
屋
日
紅
白
ま
ん
じ
ゅ
う

V
狩
野
食
品
販
売
側
川
ラ
ー
メ
ン

V
原
生
花
庖
リ
花

V
諏
訪
カ
ラ
オ
ケ
ホ
l
ム
リ
菓
子

・

4
リ
ハ
同
円
リ

原
f
E
F

V
江
島
正
明
(
長
崎
市
)
ま
ご
の
手

V
大
谷
由
隆
(
長
崎
市
)
慰
問

V
大
村
遊
魚
組
合
H
魚

V
田
尻
ヨ
シ
(
諏
訪
2
丁
目
)
健

康
茶

チ
ロ
リ
ア
ン
ク
ラ
フ

山
登
り
・
山
歩
き
が
大
好
き
な

人
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

例

会

・
正
会
員
・:年
数
回
の
登

山
・
準
会
員
:・
毎
月
1
回
近
く
の

山
を
歩
き
ま
す
。

年
会
費

3
、
0
0
0
円

連
絡
先
平
山
(
宮
@
1
3
1
7
)

V
板
橋
養
鶏
場
日
冷
凍
卵

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
H
奉
仕

V
大
川
内

一
朗
(
玖
島
2
丁
目
)

m万
円

V
野
中
満
徳
(
小
路
口
町
)
印
万
円

泉
の
里
へ

V
浅
田
義
則
(
杭
出
津
1
丁
目
)

5
万
円

V
向
陽
高
等
学
校
H
タ
オ
ル
ほ
か

V
大
村
遊
魚
組
合
H
魚

V
田
尻
ヨ
シ
(
諏
訪
2
丁
目
)
健

康
茶

V
永
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
末
永
歌
謡
道
場
H
慰
問

V
大
川
田
老
人
会
H
奉
仕

V
寺
井
勇
(
小
川
内
町
)
花

V
鈴
木
・
好
田
・

平

・
井
手
理
容

院
H
理
容
奉
仕

V
竹
松
小
学
校
6
年
2
組
H
慰
問

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
H
奉
仕

北
海
道
南
西
沖

地
震
義
援
金
な
ど

V
道
野
輝
和
(
諏
訪
1
丁
目

)
1

万
円

V
附
清
水
工
務
庖
職
員

一
同
日

6

万
円

V
県
立
久
原
養
護
学
校
寄
宿
舎
一

同
H
2
万
4
千
1
0
0
円

V
朝
長
忠
夫
(
大
川
田
町

)
1
万

円V
外
浦
小
路
町
内
会
H
4
万
円

V
市
役
所
職
員
一
同
日
礼
万

1
千

5
1
7
円

V
立
正
佼
成
会
諌
早
教
会
大
村
第

1
・
第
2
支
部
H
街
頭
募
金
初
万

3
千
8
5
8
円

V
藤
原
淳
二
(
古
町
2
丁
目

)
1

万
円

V
田
崎
邦
子
(
片
町
)
衣
類

V
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
H

U
万
6
千
6
0
0
円

V
陸
上
自
衛
隊
竹
松
駐
屯
地

H
m

万
円

V
楠
本
昭
(
平
町
)
1
千
円

V
松
尾
昭
二

(
寿
古
町

)
1
万
円

雲
仙

・
普
賢
岳

噴
火
災
害
義
援
金

V
童
謡
を
歌
う
会
H
2
万
4
千
3

8
3
円

円
同

υ

噌

a
A



カレジヲー9月の
9
月
は
、

国
民
健
康
保
険
税

(
3
期
〉
の
納
期
で
す
。

(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
〉

1日 妊婦教室(1) 中地区公民館 13:00~16:00 妊婦教室(3) 中地区公民館 13:00~16:00 
(樹 ⑧母子健康手帳 ⑮母子健康手帳

2日 機能訓練根気の会福祉センター集合10:00~14:30 3歳児健康診査大村保健所

付命 ⑮ぶどう狩り 16日 ⑧9:30~ 10:00 13:00~ 13:30 

休) ⑧平成 2 年3月生まれ(元年 9 月 ~2 年 2 月生ま

妊婦教室(5)(8 月期分)市コミセン 9:30~13:00 れで、まだ受けていない人も受診してください)

⑧母子健康手帳、エプロン、みそ汁
⑧母子健康手帳、問診票

1歳6か月児健康診査市コミセン
定期巡回献血市役所 9:30~12:00 

3日
⑧13:00~13 ・ 30 1歳 6か月児健康診査

在的
@平成4年2月生まれ(3 年 9 月 ~4 年 1 月生ま

17日
市コミセン ②13:00~ 13:30 

れで、まだ受けていない人も受診してください) ⑧⑮… 3日伝的と同じ
⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ 包当 成人の健康相談 福祉センター 13:00~15:00 

成人の健康相談 福祉センター 13:00~15:00 ⑧⑮… 3日(針と同じ
@40歳以上⑪血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか

18 B 
国

耳とことばの相談 福祉センター 13:00~15:00 

5 8 当番医
19日 当番医

(日)
(内-小)長崎医院寿古町 ft@8615 

(8) 
(内・小)中村医院東本町宮⑫2733

(整)橋口整形外科医院竹松本町宮@8739 (眼)みね眼科東本町宮@3011

21日
乳幼児健康相談 鈴田出張所⑧9:30~11・00安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~ ω。

6日
市コミセン 9:30~ 11:00 ⑧9:00~9 ・ 30 228 妊婦教室(4) 中地区公民館 13:00~ 16:00 

伺)
⑧母子健康手帳、ズボン (樹 ⑧母子健康手帳
一般健康相談市役所 13:00~16:00 当番医
⑪血圧測定-みそ汁の塩分濃度測定ほか 23日

(小)田川小児医院東本町 2⑫4000 

7 8 
〈木・祝〉 (眼)楠木眼科医院束三城町宮⑫2711

ω。手L幼児健康相談福重出張所⑧13:30~15:00 
当番医26日

8日 妊婦教室(2) 中地区公民館 13:00~16:00 
(日)

(内-消)南野内科消化器科医院東三城町宮@3731旬。 ⑮母子健康手帳 (産・内)桝本産婦人科内科医院大川田町宮@8355

12日
当番医 乳幼児健康相談 三浦出張所②9 : 30~11:00 

(8) 
(内・官)フジイ肩腸科クリニック 東本町宮@8686 278 ことばの教室市コミセン 13:30~16:00 
(産)後藤産婦人科医院 西大村本町宮@6015

伺)
※初めての人は、環境衛生課へ電話で申し込んでください。

⑧母子健康手帳 ⑧ことばの発達など

14日 乳幼児健康相談市コミセン が気になる幼児

ω ⑧9:30~ 11 :00 、 13:30~15:00 
28日 機能訓練根気の会 福祉センター 9:30~15:00 ⑮離乳食教室 10:30~ 15:00 

伏) ⑮リハビリ交流会(川棚町にて)

15日 当番医 略号の説明 ⑧…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容

〈水・祝〉
(内・外)渡辺医院松原 1丁目 ft@8275 ⑧…持ってくるもの
(皮・泌)黒木医院西大村本町宮⑪0211 当番医の診療時間 9:00~ 18:00 

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
宮
間
同
4
1
1
1

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
三
一
商
堂

'( 

宮
崎
考
AP@

人口の動き

8月 1日現在

計 76，366
(+ 1 0 6) 

3 6， 547 

(+100) 
3 9， 8 1 9 

(+ 6) 

2 4， 068 
(+ 4) 

男

女

人口

世帯数

〉内は前月比

加

9月の大村ボート(4 日 ~9 日・優出者選抜、 16 日 ~19 日、

23 日 ~27 日・日本船舶振興会会長杯)
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